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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 22日 (2005.4.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 尚 、 ロ ー デ ィ ン グ カ ム 装 置 ９ に 、 複 数 の ロ ー ラ １ ２ 、 １ ２ の 代 わ り に 、 複 数 の 玉 を 使 用
す れ ば 、 前 記 『 日 本 機 械 学 会 論 文 集 （ Ｃ 編 ） ５ ６ 巻 ５ ２ ５ 号 』 の 第 ２ ０ ４ ～ ２ １ ０ 頁 等 に
記 載 さ れ て い る 様 に 、 上 記 摩 擦 力 を 十 分 に 低 減 し て 、 上 記 推 力 が 低 下 す る の を 十 分 に 抑 え
る 事 が で き る 。 但 し 、 こ の 様 に ロ ー デ ィ ン グ カ ム 装 置 ９ に 複 数 の 玉 を 使 用 し た 場 合 に は 、
十 分 な 耐 久 性 を 確 保 す る 事 が 難 し い 。 例 え ば 、 ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機 の 定 格 入 力 ト ル ク
を ３ ４ ０ Ｎ ・ ｍ と し た 場 合 に 、 上 記 推 力 は ６ ｔ 程 度 に 迄 達 す る 。 こ の 様 に 大 き な 推 力 を 発
生 す る 場 合 に は 、 上 記 各 玉 の 転 動 面 と 、 前 記 駆 動 側 、 被 駆 動 側 カ ム 面 １ ３ 、 １ ４ と の 接 触
面 圧 が 高 く な り 過 ぎ て 、 こ れ ら 各 カ ム 面 １ ３ 、 １ ４ に 圧 痕 や 剥 離 等 の 損 傷 を 生 じ る 可 能 性
が あ る 。 こ の 様 な 各 カ ム 面 １ ３ 、 の 損 傷 は 、 耐 久 性 を 低 下 さ せ る 原 因 と な る 為 、 好 ま
し く な い 。
　 本 発 明 の ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機 用 ロ ー デ ィ ン グ カ ム 装 置 は 、 上 述 の 様 な 事 情 に 鑑 み て
、 耐 久 性 を 低 下 さ せ る 事 な く 、 ロ ー デ ィ ン グ カ ム 装 置 を 組 み 込 ん だ ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速
機 の 伝 達 効 率 を 十 分 に 確 保 す べ く 発 明 し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ２ 例 を 示 し て い る 。 本 例 の 場 合 は 、 上 述 し た 第
１ 例 の 場 合 と 異 な り 、 保 持 器 １ １ に 転 動 自 在 に 保 持 す る 複 数 の ロ ー ラ １ ２ ｂ 、 １ ２ ｂ の 軸
方 向 一 端 面 （ 図 ４ の 上 端 面 ） を 、 球 状 凸 面 １ ８ 、 １ ８ （ 図 １ 、 ２ ） に 代 え て 、 円 錐 状 凸 面
２ １ 、 ２ １ と し て い る 。 又 、 こ れ ら 各 円 錐 状 凸 面 ２ １ 、 ２ １ の 頂 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ａ を 、 上
記 各 ロ ー ラ １ ２ ｂ 、 １ ２ ｂ の 中 心 軸 α 上 に 位 置 さ せ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 各 ロ ー ラ １ ２
ｂ 、 １ ２ ｂ を 、 図 ４ に 示 す 様 に 複 数 個 ず つ （ 図 示 の 例 で は ３ 個 ず つ ） 直 列 に 組 み 合 わ せ た
状 態 で 、 上 記 保 持 器 １ １ に 設 け た 各 ポ ケ ッ ト １ ６ の 内 側 に 転 動 自 在 に 保 持 し て い る 。 こ の
状 態 で 、 上 記 各 ロ ー ラ １ ２ ｂ 、 １ ２ ｂ の 円 錐 状 凸 面 ２ １ 、 ２ １ に は 、 別 の ロ ー ラ １ ２ ｂ 、
１ ２ ｂ の 軸 方 向 他 端 面 （ 図 ４ の 下 端 面 ） 又 は 上 記 各 ポ ケ ッ ト １ ６ の 内 側 面 で 、 直 径 方 向 内
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方 （ 図 ４ の 下 方 ） に 向 い た 側 面 を 対 向 さ せ て 、 こ れ ら 各 円 錐 状 凸 面 ２ １ 、 ２ １ が 相 手 面 と
接 触 す る 際 の 状 態 を 、 上 記 各 ロ ー ラ １ ２ 、 １ ２ ｂ の 回 転 中 心 部 分 で の 点 接 触 と し て い る
。
　 そ の 他 の 構 成 及 び 作 用 に 就 い て は 、 上 述 し た 第 １ 例 の 場 合 と 同 様 で あ る 為 、 同 等 部 分 に
は 同 一 符 号 を 付 し て 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。
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